
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善検討組織 

＜校内組織＞ 
・企画会 ・教務部会 
・学年会 

※校内研究会を活用して、実践共有(D)

及び取組の評価(C)を実施 

※企画会で取組の方向性を検討(P)し、

教務部会をとおして各学年に周知 

 

指導の重点 

１ 学習指導 

基礎・基本の確実な定着（授業規律・少人数指導） 

主体的・対話的で深い学びの推進（授業改善） 

個に応じた指導と ICT 活用の充実（個別最適＋協働的学び） 

２ 生活指導 

基本的生活習慣と規範意識の育成  

いじめ・不登校の未然防止、早期発見・対応  

組織的対応と相談体制の充実による安心な環境づくり 

３ キャリア教育 

自己理解に基づく主体的な進路選択力の育成  

職場体験等による勤労観・職業観の育成  

４ 特別支援教育 

個別の指導計画に基づく支援の充実 

多様性を尊重した学習環境の充実  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象 評価指標 目標値 

 

生徒 

区学習状況調査 各項目標準値を３％上回る 

研究アンケート 該当項目の肯定的意見８０％以上 

四者評価 該当項目の肯定的意見８０％以上 

教員 研究アンケート 該当項目の肯定的意見８０％以上 

四者評価 該当項目の肯定的意見８０％以上 

保護者 四者評価 該当項目の肯定的意見８０％以上 

１ 確かな学力 
・日々の授業を大切にする。（ねらい・振り返り） 

・個に応じた学習の充実（特別支援教育） 

２ 豊かな心 
・人権教育の推進 

・人とのかかわりを重視した取組の推進 

３ 健やかな心と体 
 ・学校２０２０レガシーの推進 

・部活動の活性化 

４ 開かれた学校 
 ・ＣＳ委員会を中心とした地域連携 

５ 働き方改革 
 ・情報共有等の効率化 

 ・定時退庁日の設定を含む、業務の能率化 

 
 

◎自主・自立の精神をふまえ、豊かな心をもち、 

たくましく生きる生徒の育成を目指して、 

教育を推進する 
 

○自らよく学びよく考え、責任をもって実践する生徒 

○礼儀正しく、誠実で思いやりの心をもつ生徒 

〇心身ともに健康でこれからの社会で役に立つ生徒 

〔学校の実態〕 

・６学級 

 生徒数１６２名 

・不登校支援拠点校 

・教員 １３名 

   主幹（４） 主任（６） 

   教諭（４） 

〔生徒の実態〕 

 

 

 

（ 省略 ） 

〔保護者・地域の実態〕 

 

 

 

（ 省略 ） 

 

評価方法 
① 学力調査 （目黒区学習状況調査） 
② 研究アンケート（目黒区教育委員会と連携） 
③ 学校評価（学校運営協議会と連携） 

Ｐ 計画

Ｄ 実施

Ｃ 評価

Ａ 改善

「４５分授業」の実施 

☆５０分授業からの転換により改善した授業 

 ・発問、板書、学習活動のリデザイン 
 ・単元単位での学習内容の精選 
 ・ＩＣＴ機器活用の必然性の向上（相互参照等） 

生み出した時間の活用 

 
 
 
 
☆「選択学習」（※１）の設定（30分×40回） 
  ・各学年を４つの教室に分けて探究活動（全３５回） 
  ・自らの学びをコントロールする力を身に付ける 

  ・自分の強みを理解し、多様な他者の存在を知る 
  ・「教える」から「学びを支える」への指導観の転換 
 
 
 
 
 
 

 

（「選択学習」オリエンテーション資料より） 

☆個別対応の実施 

  ・国語、数学、英語の放課後補充教室の開催 
 ・ＳＣ全員面談の実施等、教育相談の実施 
・外部指導員を活用した部活動の実施 

５分間の時間創出  

  

生 徒 の 資 質 ・ 能 力 の 向 上  

☆放課後の時間の活用（空きコマ含む） 
 ・授業づくり（教材研究・資料作成） 
 ・学年会等における生徒情報の共有 
 ・ＳＣ、各種支援員、校内別室との情報共有機会確保 
 ・地域連携、企業連携等に向けた会議時間の確保 
 
☆下校時刻の 30分繰り上げ 

 


